
良
書
を
次
世
代
に
も
伝
え
た
い
。

占
星
術
や
錬
金
術
、魔
術
が
興
隆
し
、

近
代
科
学
・哲
学
が
胎
動
し
た
ル
ネ
サ
ン
ス・バロ
ッ
ク
時
代
。

こ
の
時
代
を
象
徴
す
る
原
典
の
邦
訳
書
か
ら

最
新
の
研
究
成
果
ま
で
総
数150

冊
余
の
書
物
を
、

ヘル
メ
ス
の
図
書
館
に
つ
ど
う
50
名
を
こ
え
る

執
筆
者
が
紹
介
す
る
。
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第
3
部
―
爛
熟
す
る
自
然
の
鏡

❖アタナシウス・キルヒャー
ドイツ・フルダ出身の学者、イエ
ズス会士。その好奇心の対象は
多岐にわたり、古代エジプトとそ
の言語と象形文字、光学や磁気
学をめぐる自然学、音楽、天上界
と地上界、地質学、光と影、医学、
暗号論、中国学など幅広い分野
の著作を残した。当時の最高権
威であったが、晩年は批判にさら
され、20世紀後半に再評価され
る。 ［H］

❖チャールズ・フォート
アメリカの作家で、超常現象研
究の先駆けとなった。1919年以
降の一連の著作で、科学的な見
地からは批判される多様な現象
をあつかう。 ［H］

【関連書】
s3・4・3

エヴァンズ『バロックの王国』
s3・6・4

山田俊弘『ジオコスモスの変容』
s4・7・1

澁澤龍彥『夢の宇宙誌』
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第
三
部

　ア
タ
ナ
シ
ウ
ス
・
キ
ル

ヒ
ャ
ー
頌

第
一
章

　略
伝
と
驚
異
博
物
館

　澁

澤
龍
彥

第
二
章

　『
シ
ナ
図
説
』
の
想
像
力

　

中
野
美
代
子

第
三
章

　三
人
の
キ
ル
ヒ
ャ
リ
ア
ン

　

荒
俣
宏

ど
う
だ
ろ
う
。
乱
立
す
る
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
、
詳
細
に
解
読
さ
れ
る
エ
ジ
プ
ト
の
神
聖
文
字
、
楽
譜
に
書
き
下
ろ
さ
れ
意
味

づ
け
さ
れ
る
鳥
の
鳴
き
声
、
占
星
術
的
に
解
釈
さ
れ
る
人
体
や
宇
宙
、
ノ
ア
の
方
舟
の
細
か
な
図
解
、
未
知
の
南
洋
に

い
る
動
植
物
、
燃
え
さ
か
る
地
底
世
界
な
ど
、
イ
エ
ズ
ス
会
士
と
し
て
の
敬
虔
な
信
仰
者
で
あ
り
つ
つ
、
冒
険
者
に
し

て
自
然
科
学
者
、
そ
し
て
あ
ら
ゆ
る
も
の
へ
の
探
求
心
に
よ
っ
て
資
料
を
集
め
読
み
解
き
、
書
き
記
し
た
キ
ル
ヒ
ャ
ー

の
膨
大
な
事
績
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
図
像
中
心
に
組
み
上
げ
た
の
が
本
書
で
あ
る
。
そ
れ
は
あ
た
か
も
こ
の
遅
れ
て
や
っ

て
き
た
ル
ネ
サ
ン
ス
人
で
あ
り
万
能
学
者
で
あ
っ
た
キ
ル
ヒ
ャ
ー
の
脳
内
の
驚
異
博
物
館（
ヴ
ン
ダ
ー
カ
マ
ー
）
を
覗
く
か

の
よ
う
で
あ
る
。

ア
タ
ナ
シ
ウ
ス・キ
ル
ヒャ
ー（Athanasius Kircher, 1602 –1680

）
は
、
生
没
年
が
示
す
よ
う
に
、

ガ
リ
レ
オ
・
ガ
リ
レ
イ（G

alileo G
alilei, 1564 –1642

）と
、
ア
イ
ザ
ッ
ク
・
ニ
ュ
ー
ト
ン（Isaac 

N
ewton, 1 643 –1727

）
や
ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ト
・
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ（G

o� fried Leibniz, 1646 –

1716

）
に
挟
ま
れ
た
科
学
革
命
真
っ
直
中
の
一
七
世
紀
を
生
き
た
人
物
で
あ
る
。

し
か
し
、
本
書
を
パ
ラ
パ
ラ
め
く
っ
た
と
き
に
目
に
入
る
図
像
た
ち
の
奇
妙
さ
は

著
者
は
、
キ
ル
ヒ
ャ
ー
の
多
分
野
へ
の
興
味
と
不
思
議
な
事
物
の
収
集
の
欲
求
を
、
二
〇
世
紀
の
異
端
科
学
研
究
者

チャ
ー
ル
ズ・フォ
ー
ト（C

harles Fort, 1874 –1932

）
に
比
し
て
い
る
が
、
私
た
ち
が
読
み
と
る
べ
き
こ
と
は
、
収
集
の
先
に
あ

っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
の
類
似
に
も
と
づ
い
て
解
読
し
よ
う
と
す
る
そ
の
姿
勢
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
さ
に
そ
れ
は

二
〇
世
紀
に
な
っ
て
自
然
物
の
さ
ま
ざ
ま
な
形
象
の
類
似
性
か
ら
私
た
ち
が
フ
ラ
ク
タ
ル
と
い
う
概
念
を
見
つ
け
出
し

た
こ
と
に
通
じ
て
い
る
。
キ
ル
ヒ
ャ
ー
は
最
後
の
ル
ネ
サ
ン
ス
人
で
あ
る
と
同
時
に
、
現
代
を
見
通
す
視
野
を
も
つ
幻

視
者
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

本
書
刊
行
時
は
こ
の
本
の
図
版
だ
け
で
も
貴
重
な
資
料
で
あ
っ
た
が
、
い
ま
は
稀き
こ
う
し
ょ

覯
書
も
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
、
キ
ル

ヒ
ャ
ー
の
原
書
を
手
軽
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
恵
ま
れ
た
状
況
に
な
っ
た
。
原
書
の
本
文
は
読

み
と
れ
な
く
と
も
、
こ
の
本
を
手
が
か
り
に
是
非
こ
の
綺
想
学
者
の
脳
内
博
物
館
を
さ
ら
に
探
求
し
て
も
ら
い
た
い
。

邦
訳
に
は
澁
澤
龍
彥
、
中
野
美
代
子
、
荒
俣
宏
と
い
う
三
名
の
碩
学
に
よ
る
付
論
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
と
く
に
荒
俣

宏
に
よ
る
キ
ル
ヒ
ャ
ー
の
追
随
者
に
つ
い
て
の
小
論
は
キ
ル
ヒ
ャ
ー
の
同
時
代
に
お
け
る
影
響
を
知
る
う
え
で
と
て
も

役
立
つ
。
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亨
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キルヒャ
ー
の
世
界
図
鑑

ジョス
リン・ゴ
ド
ウィン

よ
み
が
え
る
普
遍
の
夢

◉

と
り
あ
げ
た
書
物
群
…
…

ラ
ヴ
ジョ
イ『
存
在
の
大い
な
る
連
鎖
』、パノ
フス
キ
ー『
イコノロジ
ー
研
究
』、

イ
エイ
ツ『
記
憶
術
』、ロッ
シ『
魔
術
か
ら
科
学
へ
』な
ど
の
往
年
の
名
著
か
ら
、 

シェ
イ
ピン
＋
シャッファ
ー『
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
と
空
気
ポンプ
』や

ブ
レア『
情
報
爆
発
』な
ど
近
年
の
話
題
作
、

エラスムス『
痴
愚
神
礼
讃
』や『
ピ
カ
ト
リ
クス
』な
ど
の
原
典
、

エ
ーコ『
薔
薇
の
名
前
』な
ど
の
文
学
、さ
ら
に
は『
完
訳
フロイ
ス
日
本
史
』な
ど

同
時
代
の
日
本
と
キ
リ
シタンについて
ま
で
、多
岐
に
わ
た
る
。
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